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『

フ

ァ

ニ

ー

た

い

焼

き

ト

ム

1
9

ミ

ー

ト

ソ

ー

ス

』

【

オ

ー

プ

ニ

ン

グ

】

（

都

内

・
商

店

街

の

入

り

口

）

（

賑

わ

う

商

店

街

の

中

、

一

人

の

男

が

ド

派

手

な

ア

メ

リ

カ

国

旗

柄

の

ハ

チ

マ

キ

を

締

め

、

巨

大

な

ス

ピ

ー

カ

ー

を

セ

ッ

ト

す

る

。

そ

の

男

こ

そ

、「

た

い

焼

き

ト

ム

」
の

店

主

・
ト

ム

で

あ

る

！
）

ト

ム

（

拡

声

器

を

手

に

）

「

レ

デ

ィ

ー

ス

・
ア

ン

ド

・
ジ

ェ

ン

ト

ル

メ

ン

！
ボ

ー

イ

ズ

・
ア

ン

ド

・

ガ

ー

ル

ズ

！

た

い

焼

き

の

常

識

を

ぶ

っ

壊

す

時

が

来

た

ッ

！

！

」

（

商

店

街

の

人

々

が

「

ま

た

始

ま

っ

た…

」

と

い

う

表

情

で

チ

ラ

見

す

る

）

ト

ム
（

続

け

て

）

「

あ

な

た

の

た

い

焼

き

、
甘

い

だ

け

で

満

足

で

す

か

！
？

そ

ろ

そ

ろ

、
新

た

な

革

命

が

必

要

じ

ゃ

な

い

で

す

か

ッ

！

！

」
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（

数

名

が

足

を

止

め

る

が

、

ま

だ

半

信

半

疑

な

様

子

）

魚

住
（

遠

く

か

ら

駆

け

寄

る

）

「

ト

ム

さ

ん

！
！

ま

た

勝

手

に

ス

ピ

ー

カ

ー

使

っ

て

宣

伝

し

て

る

ん

で

す

か

！
？

商

店

街

の

ル

ー

ル

守

っ

て

く

だ

さ

い

っ

て

言

っ

た

じ

ゃ

な

い

で

す

か

！

」

ト

ム
（

無

視

し

て

続

行

）

「

こ

れ

が…

そ

の

革

命

だ

！

！

そ

の

名

も…

ミ

ー

ト

ソ

ー

ス

た

い

焼

き

！

！

！

」

（

大

き

く

掲

げ

ら

れ

る

た

い

焼

き

。

そ

の

尻

尾

の

先

か

ら

、

ト

ロ

リ

と

赤

い

ミ

ー

ト

ソ

ー

ス

が

垂

れ

て

い

る

）

通

行

人

A

「…

え

っ

、

今

な

ん

て

？

」

通

行

人

B

「

ミ

ー

ト

ソ

ー

ス

た

い

焼

き

っ

て

言

っ

た…

？

」

通

行

人

C

（

苦

笑

）

「

い

や

い

や

、

た

い

焼

き

っ

て

そ

う

い

う

食

べ

物

じ

ゃ

な

い

で

し

ょ

」
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（

魚

住

が

頭

を

抱

え

る

）

魚

住
「

そ

う

い

う

反

応

に

な

り

ま

す

よ

ね

ぇ

！
！
」

（

し

か

し

、

ト

ム

は

自

信

満

々

に

微

笑

む

）

ト

ム

「

皆

さ

ん

、

わ

か

っ

て

な

い

！

甘

い

た

い

焼

き

は

も

う

古

い

！

こ

れ

か

ら

は…

ご

飯

の

お

か

ず

に

も

な

る

た

い

焼

き

の

時

代

だ

！

！

！

」

（

商

店

街

の

空

気

が

ザ

ワ

つ

き

始

め

る

）

通

行

人

D

（

興

味

を

持

ち

始

め

る

）

「

え

っ

、

で

も

ミ

ー

ト

ソ

ー

ス

っ

て

こ

と

は…

パ

ス

タ

の

ア

レ

？

」

ト

ム

（

満

面

の

笑

み

）
「Y
E
S

！

！

！

コ

ク

深

い

ミ

ー

ト

ソ

ー

ス

に

、

た

っ

ぷ

り

の

チ

ー

ズ

を

加

え

て…

そ

し

て

、
こ

の

サ

ク

サ

ク

の

た

い

焼

き

生

地

で

包

み

込

む

！

ま

さ

に

、
た

い

焼

き

の

進

化

形

ッ

！

！

」
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魚

住

（

小

声

で

）

「

そ

れ

、

も

は

や

イ

タ

リ

ア

料

理

じ

ゃ…

？

」

（

ト

ム

、

聞

こ

え

て

い

な

い

フ

リ

を

す

る

）

（

や

が

て

、

ひ

と

り

の

勇

気

あ

る

挑

戦

者

が

現

れ

る…

）

勇

敢

な

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

「…
ち

ょ

っ

と

気

に

な

る

か

ら

、

試

し

て

み

て

も

い

い

で

す

か

？

」

（

そ

の

一

言

を

聞

い

た

瞬

間

、

ト

ム

の

目

が

輝

く

！

）

ト

ム
「O

H

！

フ

ァ

ー

ス

ト

チ

ャ

レ

ン

ジ

ャ

ー

、

現

る

！

！

！

」

（

ト

ム

が

派

手

な

音

楽

を

か

け

な

が

ら

、

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

に

た

い

焼

き

を

手

渡

す

。
果

た

し

て

、

そ

の

味

の

感

想

は…

！

？

）

【

第

一

試

食

】

（

商

店

街

・
特

設

試

食

ス

ペ

ー

ス

）
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（

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

が

、

周

囲

の

注

目

を

浴

び

な

が

ら

た

い

焼

き

を

持

つ

。

魚

住

は

ハ

ラ

ハ

ラ

し

な

が

ら

見

守

る

）

サ

ラ

リ

ー

マ

ン
（

慎

重

に

）
「

え

ー

と…

で

は

、

い

た

だ

き

ま

す

。

」

（

た

い

焼

き

を

一

口

か

じ

る

と

、

チ

ー

ズ

と

ミ

ー

ト

ソ

ー

ス

が

じ

ゅ

わ

っ

と

溢

れ

出

す

）

サ

ラ

リ

ー

マ

ン
（

目

を

見

開

く

）
「

え

っ

！
？…

こ

れ…

ウ

マ

い

！

？

」

（

周

囲

の

通

行

人

が

ざ

わ

め

く

）

通

行

人

A

「

マ

ジ

！
？

」
「

う

そ

だ

ろ

？

」
「

意

外

と

い

け

る

の

か

？

」

魚

住

（

驚

き

）

「

ほ

ん

と

に

！

？

」

サ

ラ

リ

ー

マ

ン
「

外

は

カ

リ

ッ

と

し

て

る

の

に

、

中

の

ミ

ー

ト

ソ

ー

ス

が

ア

ツ

ア

ツ

で…

チ

ー

ズ
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が

ト

ロ

～

リ

。

こ

れ

、

普

通

に

ご

飯

代

わ

り

に

な

る

！

」

ト

ム
（

満

面

の

笑

み

）
「H

A
H
A
H
A

！

や

っ

ぱ

り

な

！
！
こ

れ

が

、
新

世

代

の

た

い

焼

き

だ

！
！
」

（

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

の

食

レ

ポ

で

、

興

味

を

持

つ

人

が

ど

ん

ど

ん

集

ま

り

始

め

る

）

通

行

人

B

「…

お

い

、

俺

も

食

べ

て

み

た

い

」

通

行

人

C

「

じ

ゃ

あ

私

も

！

」

（

列

が

で

き

始

め

る

。

商

店

街

の

ざ

わ

め

き

が

次

第

に

熱

狂

に

変

わ

っ

て

い

く…

！

）

S
N

S

投

稿

A

「

パ

ス

タ

よ

り

も

手

軽

に

食

べ

ら

れ

る

！

」

S
N

S

投

稿

B

「

中

身

ぎ

っ

し

り

詰

め

込

ま

れ

て

て

、

生

地

に

い

い

具

合

に

沁

み

こ

ん

で

る

」

S
N

S

投

稿

C

「

ト

マ

ト

と

肉

の

パ

ラ

ダ

イ

ス

！
」
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（

拡

散

さ

れ

、
一

気

に

話

題

に

な

る

！

商

店

街

の

外

か

ら

も

客

が

押

し

寄

せ

る

展

開

へ…

！

）

【

パ

ニ

ッ

ク

！

行

列

の

嵐

】

（

翌

日

、

開

店

前

か

ら

店

の

前

に

は

長

蛇

の

列

が

で

き

て

い

る

）

魚

住
（

目

を

丸

く

す

る

）
「

え

っ

！
？

な

ん

で

す

か

こ

の

行

列

！

？

」

ト

ム
（

胸

を

張

る

）
「H

A
H
A
H
A

！

バ

ズ

っ

た

結

果

だ

な

！

ミ

ー

ト

ソ

ー

ス

た

い

焼

き

、

最

高

の

滑

り

出

し

だ

！

」

（

店

の

シ

ャ

ッ

タ

ー

を

開

け

る

や

否

や

、

客

が

一

気

に

な

だ

れ

込

む

）

客

A

「

ミ

ー

ト

ソ

ー

ス

た

い

焼

き

5

つ

！
」

客

B

「10

個

く

だ

さ

い

！

」

客

C

「

売

り

切

れ

る

前

に

早

く

！

」

（

魚

住

、

汗

を

か

き

な

が

ら

対

応

）
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魚

住

「

ち

ょ

、

ち

ょ

っ

と

待

っ

て

く

だ

さ

い

！

一

人

ず

つ

順

番

に

！

」

（

ト

ム

は

楽

し

げ

に

た

い

焼

き

を

焼

き

ま

く

る

が

、

果

た

し

て

こ

の

勢

い

は

ど

こ

ま

で

続

く

の

か

！

？

）

」

【

競

合

店

の

逆

襲

】

（

あ

る

日

、

商

店

街

の

一

角

に

新

た

な

看

板

が

立

つ

）

看

板

：
「

ア

ン

チ

・
ミ

ー

ト

ソ

ー

ス

た

い

焼

き

専

門

店

」

（

魚

住

、

目

を

丸

く

す

る

）

魚

住
「

え

え

っ

！
？

こ

ん

な

店

、
昨

日

ま

で

な

か

っ

た

の

に

！

！

」

ト

ム
（

興

味

津

々

）
「

ふ

む

ふ

む…

？

競

争

が

始

ま

る

っ

て

わ

け

か…

！

！H
A
H
A
H
A

！

面

白

く

な

っ

て

き

た

じ

ゃ

な

い

か

！

！

」
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（

そ

の

店

の

メ

ニ

ュ

ー

に

は

、

「

ミ

ー

ト

ソ

ー

ス

ゼ

ロ

！
超

サ

ク

サ

ク

生

地

」
「

和

風

・
ミ

ー

ト

な

し

た

い

焼

き

」

の

文

字

が

躍

る

）

（

同

時

に

、S
N
S

で

は
「

ア

ン

チ

・
ミ

ー

ト

ソ

ー

ス

派

V
S

ミ

ー

ト

ソ

ー

ス

支

持

派

」
の

論

争

が

勃

発

！

）

S
N

S

投

稿

D

「

た

い

焼

き

に

ミ

ー

ト

ソ

ー

ス

は

邪

道

！

」

S
N

S

投

稿

E

「

い

や

、
む

し

ろ

革

命

的

だ

ろ

！
」

【

ク

ラ

イ

マ

ッ

ク

ス

：
伝

説

の

シ

ェ

フ

の

裁

き

】

（

た

い

焼

き

ト

ム

の

成

功

を

妬

ん

だ

競

合

店

「

ア

ン

チ

・
ミ

ー

ト

ソ

ー

ス

た

い

焼

き

」
が

猛

プ

ッ

シ

ュ

！

つ

い

に

商

店

街

の

た

い

焼

き

戦

争

が

勃

発

！

）

（

そ

こ

へ

突

如

、

世

界

的

に

有

名

な

伝

説

の

シ

ェ

フ

が

現

れ

る

）
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シ

ェ

フ

（

神

々

し

い

オ

ー

ラ

）

「

こ

の

噂

の

ミ

ー

ト

ソ

ー

ス

た

い

焼

き…

ぜ

ひ

と

も

、

私

に

食

べ

さ

せ

て

も

ら

お

う

」

（

緊

張

が

走

る

。

ト

ム

と

魚

住

は

ゴ

ク

リ

と

息

を

の

む

）

（

シ

ェ

フ

、

た

い

焼

き

を

一

口

か

じ

る…

時

間

が

止

ま

る

よ

う

な

静

寂

）

シ

ェ

フ

（

目

を

閉

じ

て

味

わ

い

）

「…
…

こ

れ

は…
…

実

に

、

素

晴

ら

し

い…

！

！

」

（

周

囲

、
驚

愕

！

競

合

店

の

オ

ー

ナ

ー

は

崩

れ

落

ち

る

）

シ

ェ

フ

「

こ

の

た

い

焼

き

に

は

、

魂

が

あ

る…

ミ

ー

ト

ソ

ー

ス

と

た

い

焼

き

の

融

合

！

こ

れ

は

ま

さ

に

、

新

た

な

食

の

革

命

だ

！

！

」

（

シ

ェ

フ

が

ト

ム

の

味

方

に

つ

き

、

た

い

焼

き

ト

ム

の

大

勝

利

！
！

商

店

街

の

伝

説

と

な

る

！
）
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ト

ム

（

大

歓

声

の

中

）

「H
A
H
A
H
A
H
A

！

フ

ァ

ニ

ー

は

世

界

を

救

う

！

！

」

魚

住
（

苦

笑

）
「

も

う

、
ホ

ン

ト

に…

こ

の

店

、

毎

回

大

騒

ぎ

で

す

ね…

」

（

商

店

街

に

笑

顔

が

広

が

る

中

、

物

語

は

幕

を

閉

じ

る—
—

）

シ

ー

ン

：

商

店

街

の

通

り

商

店

街

の

雰

囲

気

が

戻

り

、
賑

わ

い

を

見

せ

る

。

ト

ム

と

魚

住

が

店

の

前

で

並

ん

で

立

っ

て

い

る

。

周

囲

は

平

穏

で

、

活

気

が

あ

る

。

シ

ェ

フ

（

年

齢

不

詳

、

や

や

寂

し

げ

な

顔

つ

き

で

、
ト

ム

に

向

か

っ

て

一

言

）

シ

ェ

フ

：
「

料

理

は

人

を

幸

せ

に

す

る

モ

ノ

だ

と

い

う

の

を

忘

れ

て

な

い

か

い

？

」

シ

ェ

フ

が

一

歩

踏

み

出

し

、

店

の

前

を

通

り

過

ぎ

よ

う

と

す

る

。

ト

ム

と

魚

住

は

、

シ

ェ

フ

の
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言

葉

に

一

瞬

驚

く

が

、

そ

の

後

、

納

得

し

た

よ

う

に

見

守

る

。

ト

ム

（

少

し

考

え

込

み

な

が

ら

、

シ

ェ

フ

に

手

を

振

る

）

ト

ム

：「

シ

ェ

フ…

！
あ

り

が

と

う

！
」

魚

住

（

困

惑

し

な

が

ら

も

、

シ

ェ

フ

に

頭

を

下

げ

る

）

魚

住

：

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た…

！

」

シ

ェ

フ

は

そ

の

ま

ま

無

言

で

歩

き

去

り

、

商

店

街

の

風

景

が

続

く

。

お

客

さ

ん

た

ち

が

歩

き

な

が

ら

談

笑

し

、

た

い

焼

き

屋

に

も

ま

た

新

た

な

客

が

入

る

。

突

然

、

シ

ェ

フ

の

言

葉

が

心

に

響

い

た

の

か

、

ト

ム

が

何

か

に

気

づ

い

た

よ

う

に

顔

を

上

げ

る

。
ト

ム
（

急

に

大

声

で

）

ト

ム

：
「

わ

か

っ

た

ぞ

！

こ

れ

が

本

当

に

目

指

し

て

た

モ

ノ

だ

！

」
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魚

住

が

少

し

驚

き

な

が

ら

も

、

ト

ム

を

見

つ

め

る

。
魚

住
（

少

し

疑

い

な

が

ら

も

）

魚

住

：
「

何

が

で

す

か

？

」

ト

ム
（

笑

顔

で

）

ト

ム

：
「

料

理

っ

て

、
た

だ

美

味

し

い

だ

け

じ

ゃ

ダ

メ

な

ん

だ

！

み

ん

な

が

笑

顔

に

な

っ

て

、

幸

せ

な

気

分

に

な

る

こ

と

が

大

事

な

ん

だ

！

」

魚

住

が

笑

い

な

が

ら

、

ト

ム

の

肩

を

ポ

ン

と

叩

く

。
魚

住
（

に

っ

こ

り

と

）

魚

住

：
「

そ

れ

、
今

さ

ら

気

づ

い

た

ん

で

す

か

？

」

ト

ム

（

照

れ

く

さ

そ

う

に

）

ト

ム

：

「

ま

あ

、

今

さ

ら

か

も

な

。

で

も

、

こ

れ

か

ら

も

頑

張

る

ぞ

！

」



14

ト

ム

と

魚

住

は

、

商

店

街

の

他

の

店

主

た

ち

と

挨

拶

を

交

わ

し

な

が

ら

、

た

い

焼

き

屋

に

戻

っ

て

い

く

。

カ

メ

ラ

が

空

を

映

し

、

平

穏

な

日

常

が

続

い

て

い

く

様

子

が

描

か

れ

る

。

—
—

E
N

D
—

—
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